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７ 下の図のように，長方形ＡＢＣＤと正方形ＰＱＲＳを重ね合わせた図形を考えます。

点Ｐと点Ｑが長方形ＡＢＣＤの周上を常に通るように正方形ＰＱＲＳを一定方向に移

動させていきます。次の各問いに答えなさい。

(1) 点Ｐが点Ａを出発し，初めて点Ｃに着くまでに，点Ｒは長方形ＡＢＣＤの周上に

何回存在しましたか。

(2) 点Ｐが点Ａを出発し，点Ｒが3回目に長方形ＡＢＣＤの周上に存在するとき，五角

形ＢＣＰＳＲの面積は何cm２ですか。
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７

(1)

上図から，4回 です。

(2) 3回目は右図のようになる。

右図で，■印の4つの直角三角形は

合同で面積はそれぞれ

(8×8－6×6)÷4＝28÷4＝7cm２ 。

よって，五角形ＢＣＰＳＲの面積は

縦12－9＝4cm，横8cmの長方形と

■印の直角三角形2個分の面積から

4×8＋7×2＝32＋14＝46cm２ です。
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(別解) 右図で，△ＰＲＳの面積は

6×6÷2＝18cm２ 。

台形ＰＤＡＲの面積は

(●＋○)×8÷2＝8×8÷2＝32cm２ 。

よって，五角形ＢＣＰＳＲの面積は

12×8－(18＋32)

＝96－50＝46cm２ です。
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